
土田運輸㈱　（土田 隆 社長）

伊勢崎市宮子町

引越事業、家具輸送、荷造り・梱

包に関する事業等。

会員企業の活動報告

吉田流通有限会社 様

七月です。6月後半から猛暑日が続きます。暑さに負けぬよう休息はしっかりとりましょう。

♪環境経営委員会

ナスバネット
運転適性診断
　　受付中！

3年に1度受診して
下さい。

◆前橋警察署より7月の危険日

①7/8(金)・9(土)・10(日)
②7/20(水)・21(木)・22(金)
③7/29 金
　　の3回です。
運転中も熱中症にならぬよう
こまめに水分を摂りましょう。

( )・30(土)・31(日)

お知らせ

”飲みません　断る勇気　誘わぬ礼儀 ”今月の交通標語

吉田流通有限会社（吉田弘社長）

前橋市馬場町

自動車部品、住宅設備、住宅用

鉄材等輸送。

♪事故防止委員会

土田運輸株式会社 様

◆昭和48年7月設立。
メインの引越事業に関連し
オプションサービスとしてエ
アコン脱着＆クリーニング、
不用品処分、ルームクリー
ニングから内装・外構工事
と運輸以外も幅広く手がけ
る。今回土田社長は東日
本大震災での現地復旧が
進まないことを憂慮し、復
興ボランティアを企画。そ
の結果を伺いました。
下の写真は被災地に1本
だけ咲いたド根性キャベツ。

◆東日本大震災後の県か
らの依頼による緊急輸送
に、吉田社長は自らトラッ
クを運転し気仙沼まで行っ
てきました。被災地のあま
り の 惨 状 に 言 葉 が 出 な
かったとのこと。その後県
から渡された運賃は全額
チャリティに募金されました。

◆交通安全街頭指導
①7/11(月)10：00～南部大橋
②7/15(金)10：00～ﾒﾓﾘｰﾄﾞﾎｰﾙ
ご参加の程宜しくお願いします。

夏の県民交通安全運動
♪総務企画委員会

①7/8(金)　ﾋﾔﾘﾊｯﾄﾏｯﾌﾟ推進会議

ﾄﾞﾗｲﾌﾞﾚｺｰﾀﾞ装着会員からﾋﾔﾘ画像をたくさん戴き

ました。ﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟに向けて進行しています。

②7/20(水) 三役・役員会開催

6月19日(日)災害地復興ボランティア活動

◆当日のスケジュール

　AM3：00　伊勢崎市役所集合・出発

　　　8：00　宮城県岩沼市里の杜　着

　　　9：00　農家の畑でガレキ・ゴミの撤去、側溝どぶさらい等

　　　　　　　昼食・休憩

　PM2：00　作業終了　畑所有者から現場確認

　　　3：00　他被災場所等確認し帰路につく

　　  10:00　伊勢崎市役所　着

◆参加者

　土田運輸　　　　　　　 9名

　富士見運輸　　　　　　4名

　JC(前橋青年会議所) 8名

　一般公募　　　　　　　10名

　　　　　合計　　　　　　31名

「桐生市ボランティア協議会」の皆様に
大変お世話になりました。

★桐生市ボランティア協議会では被災地で

泥かき清掃活動を30回、炊き出しを12回(約

8000食分)を6月末までに行っています。泥

かき清掃活動では主体となって動いている

のが桐生高校、桐生工業高校、樹徳高校等

の高校生たち。1回当り40人前後で被災地

に向かい助け合うことを学んでいるとの事で

す。 当日は土田運輸さん一行も炊き出し

の「竹の子ご飯」をご馳走になったとのことで、

社長他全員が大変感謝しております。

★

◆土田運輸の皆さん、富士見運輸の皆さ
ん、また呼びかけにご賛同頂いた前橋青
年会議所の皆さん、一般募集で参加・協
力された方々、大変お疲れ様でした。

右は参加した皆さんの

集合写真。　中には上毛

新聞の公募で参加した

女性や外国の方もいま

した。左は５反位(間口４

０m奥行１００m)の畑で

全面に堆積したガレキ・

ゴミ類の撤去作業風景

★土田社長は北海道の出身で、

平成5年(1993年)7月12日の北海

道南西沖地震の際、やはり津波

と火災の被害を受けた奥尻島へ

4t車を何回も出したとの事です。

社長のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ精神には当時か

ら強いものがありました。

◆震災後4ヶ月が経とうとする今、「緊急」という言葉は無くなったが被災地復興、原発等先はまだ見えていません。
　　「国」という大きな力が発揮されない中、個人として被災者地を気遣い心を痛ませる2社に話を伺いました。

◆被災地を自分の目で見れば誰でも何かせず
にはいられなくなります、と吉田社長。

「自分が中学生の時、母親が亡くなった。兄たちは苦

労したと思うが自分は 兄を含め

回りにずいぶん助けられた。その頃に助け合う精神

が生れたのだと思います」とにこやかに話されました。

五男坊だったので、

しかし誰もが同じように行動するわけでもないですが、
社長のこの原動力はどこから来るのでしょうか？

★吉田社長は実家で建築業の仕事をしていたが

36歳の時、一念発起して軽貨物車1台で運送業を

始めたとのことです。息子さんで専務の大さんが今

36歳。車輌も8t平ユニックをはじめ16台になった。

★「自分は頼まれれば嫌と言えない、人間性と人情

が一番大事じゃないですか。会社の損益は専務が

みていますよ」と社長は言います。★車輌は赤系の

目立つ色です。平成9年に会社を設立した当時お世

話になった会社のﾎﾞﾃﾞｨｶﾗｰを使用し今に至る。ここ

でも社長の義理人情が強く現れていると思います。

◆事務局が訪問した際、「6月に車検してある2t車(ｱﾙ

ﾐﾊﾞﾝ・ﾊﾟﾜｰｹﾞｰﾄ付き・ﾜｲﾄﾞ巾)を使っていないから被災

者の方で希望があれば無償で譲ります」と社長から

話がありました。早速持帰り輸送ボランティアを掲げ

た前橋支部青年部会長他に伝えた所、ほど無く希望

される方が見つかりました。現在進行中ですがあらた

めて吉田流通さんの善意が活かされようとしています。

人に良くすれば必ず自分に戻ってくる。

　その逆もしかりです。

★決して事業に余裕があるわけではないですが、

　自分にできる範囲のことはやりたい、と吉田社長。

その脇で専務が「ウ～ン」と言いながら笑っていました。

★吉田流通さんの強みは？と伺ったところ・・・

　「荷扱い。箱物、精密機械ともに扱いが丁寧と言わ

れ、社内でも徹底しています。これは社員全員で検

討し積重ねてきた結果ですね」との答えでした。社内

でも2/5に「安全衛生全社会議」、5/21に「健康安全

全社会議」を外部講師を招き全員に徹底しています。
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